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第２章 計画の基本的な考え方 
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目標３（基本方針１，基本方針２） 
自転車に関する交通安全教育の充実を図るとともに，自転車通行空間を整備し，そのネット

ワーク化を図ることで，自転車事故発生件数の減少を目指します。

 
本市における自転車事故発生件数 

現況 （平成 ）年 目標値 （平成 ）年

件／年 件／年

【参考】 

図 水戸市の自転車事故件数と死者数（再掲）

（資料：茨城県警本部「交通白書」を参考に水戸市作成）

【目標値の設定方法】 
平成 年から平成 年までの過去 年間の自転車事故の減少率を参考に，目標値を現況の

約３分の１に設定しました。   
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目標２（基本方針１，基本方針２） 
自転車通行空間の整備にあわせ，通行指導を実施するなど，交通安全教育の充実を図ることで，

自転車の車道左側通行を推進します。

なお，今後整備する路線についても，自転車の通行状況を調査し，交通ルールの遵守率の向上を

図ります。

 
車道左側通行を遵守する自転車の割合

路線名 現況 （平成 ）年度 目標値 （平成 ）年度

幹線市道 号線 ％ ％

市道千波２号線 ％ ％

 

【参考】 
・幹線市道 号線

午前７時から午前９時までの駅南中央交差点南側（観測点）における自転車の通行状況

車道の左側を通行する自転車 ％（自転車交通量 台のうち車道順走 台）

（平成 年 月 日実施）

・市道千波２号線

通学時間帯（午前７時 分から午前８時 分まで）の区間Ⅰ（図 参照）における

自転車の通行状況

車道の左側を通行する自転車 ％（自転車交通量 台のうち 台）

（平成 年３月 日実施）

【目標値の設定方法】

整備路線における車道左側通行する自転車の割合を パーセントに設定しました。
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第３章 施策の展開 
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施策の展開 

１ 施策体系 

水戸市における現状から整理した課題と対応方針に基づき，基本施策と施策を以下のとおり整理

しました。 

【基本方針】 【基本施策】 【施策】

１　自転車に
　　乗ってみたくなる
　　「意識づくり」

２　自転車に
　　乗ってみたくなる
　　「道づくり」

３　自転車に
　　乗ってみたくなる
　　「しくみづくり」

（１）連続性を確保した回遊性の高い道づくり

（２）安全で快適な道づくり

（１）気軽に利用できるしくみづくり

（２）公共交通と連携できるしくみづくり

（２）マイカーに過度に依存しない意識づくり

（１）安全への意識づくり

自
転
車
に
乗
っ

て
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

②　自動車運転者への啓発の充実

①　自転車利用者への安全教育の充実

③　自転車損害賠償保険の加入促進

④　自転車利用による健康増進

⑤　自転車通勤の推奨

⑥　イベント開催時における自転車利用のＰＲ

⑦　自転車ネットワークの構築

⑭　公共交通機関との連携

⑧　わかりやすい案内誘導サインの設置

⑬　サイクル・アンド・ライドの推進

⑪　駐輪環境の整備

⑨　道路事情に応じた自転車通行空間の整備

⑩　整備路線の適正な維持管理

⑫　コミュニティサイクル等の整備
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